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町議会動く！
９月定例会・修正動議提出

果樹研究所廃止
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横瀬小学校運動会横瀬小学校運動会

議会だより議会だより

安心で住みよい町に！
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　「農業・交流・定住のまち」を将来像に掲げまちづくりに取り組んでいる

が、人口減少に歯止めをかけ、町の発展には基幹道路の整備が最重要課題

である。

　９月16日に全議員が県庁へ出向き、岡本県議会議長を通じて要望をしま

した。

県へ要望県へ要望
　「農業・交流・定住のまち」を将来像に掲げまちづくりに取り組んでいる

が、人口減少に歯止めをかけ、町の発展には基幹道路の整備が最重要課題

である。

　９月16日に全議員が県庁へ出向き、岡本県議会議長を通じて要望をしま

した。

町議会 動く!町議会 動く!町議会 動く!

❶　県道上那賀線、長柱工区の早期２車線化を
青葉荘東側の狭あい部分は車の対向が難しく危険
である。早期の拡幅を要望。

❷　新浜勝浦線（星谷地区）
生活道であり、防災上も非常に重要な幹線である。
改良、改修を強く要望。

2議会だより かつうら



県へ要望

主な要望事項

ろ

❹　鶴林寺大井線の供用に向けて
世界遺産の登録をめざすへんろ道と併せ、県道供用
開始の早期実現を。

星谷運動公園、北側の舗装を
「町から要望があれば河川の専用を許可する」との
回答があった。

❺　中角堤防の改修
台風６号により南側から濾水が発生。早期着工を。

すだちの販路拡大を
「新鮮なっ！とくしま号」を活用して、首都圏への
すだちのＰＲを積極的に。

❶　徳島上那賀線の完全２車線化

❷　新浜勝浦線の改良、樹木の伐採

❸　勝浦羽ノ浦線沼江バイパスの
　　全線整備

❹　鶴林寺大井線の供用開始

❺　勝浦川南岸堤防の改修

❸　沼江バイパ
ス

２期工事が今
年度中に完成

するが、全線整
備を要望。

3 議会だより かつうら



新
た
な
補
助
金
に
議
論
集
中

新
た
な
補
助
金
に
議
論
集
中

修
正
動
議
提
出

９月
定例会

林道開設事業費
道路橋りょう費
県単急傾斜地崩壊対策事業費
災害見舞金

特別会計補正予算
農業集落排水事業

3,113万円

2,450万円

1,600万円

100万円

2,030万円

● ● ● ● 主なもの ● ● ● ●

一般会計補正予算 8,710万円一般会計補正予算 8,710万円

那智勝浦町へ

災害見舞金を

９
月
定
例
会
は
７
日
か
ら
15
日
ま
で
開
か
れ
、
22
年
度
の
各
会
計
決
算
認
定

９
件
。
条
例
の
改
正
と
23
年
度
の
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
が
、
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
﹁
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
﹂
の
選
任
、

一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
８
議
員
が
、
町
の
政
策
な
ど
を
問
い
ま
し
た
。

９
月
３
日
の
台
風
12
号
は
紀
伊
半

島
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
３
日

間
で
１
２
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
記
録

的
な
雨
量
は
、
那
智
川
に
注
ぐ
谷
川

の
土
砂
を
押
し
流
し
、
下
流
域
の
民

家
は
濁
流
と
土
砂
に
埋
ま
り
、
25
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
。

町
長
・
議
長
ら
は
町
か
ら
の
見
舞

金
１
０
０
万
円
を
寺
本
町
長
に
手
渡

し
、
午
後
か
ら
奥
様
と
長
女
の
合
同

葬
儀
が
あ
り
出
席
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
現
場
も
視
察
し
た
が
、

那
智
の
滝
な
ど
観
光
名
所
は
見
る
影

も
な
く
、
土
砂
を
取
り
除
く
だ
け
で

も
４
年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
町
で
も
何
か
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
、
現
在
、
３
ヵ
所
で
義
援
金

箱
を
設
置
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
。

町
長
・
議
長
ら
が

災
害
見
舞
い

那
智
勝
浦
町
へ

︵
10
月
３
日
︶

勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

土石流が町に！土石流が町に！

4議会だより かつうら



こ
の
事
業
は
当
初
の
計
画
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て

い
る
。
土
地
所
有
者
が
境
界
の
整
備
を
す
る
の
は

当
然
で
あ
る
が
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
赤
線
の
草

刈
り
を
３
役
だ
け
の
奉
仕
で
は
間
に
合
わ
な
い
。

事
業
を
早
く
進
め
る
た
め
に
も
動
議
に
反
対
す
る
。

地
籍
調
査
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
は
理
解
を

し
て
い
る
。
町
が
補
助
金
創
出
の
基
本
的
な
と
こ

ろ
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
し
、
説
明
も
で
き
な

い
。
貴
重
な
税
金
を
使
う
こ
と
に
﹁
何
で
も
認
め

る
議
会
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
﹂
。
当
初
予
算
に

向
け
て
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

予
算
提
出
ま
で
の
手
続
に
問
題
点
も
あ
り
反
省

を
求
め
た
い
が
、
地
籍
調
査
の
重
要
性
か
ら
推
進

を
後
押
し
す
る
見
地
で
予
算
は
必
要
で
あ
り
、
修

正
案
に
は
反
対
す
る
。

修
正
案
採
決

反
対
６
・
賛
成
３

反
対
議
員

麻
植
、河
野
、

、森
本
、山
野
、井
出

賛
成
議
員

美
馬
、
国
清
、
川
端

修
正
案
否
決
・
原
案
可
決

燃
え
る
論
戦

問答答

問答 答

燃
え
る
論
戦

燃
え
る
論
戦

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

森
本
議
員

国
清
議
員

議
員

地
籍
調
査
は
平
成
16
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
、

棚
野
地
区
で
は
﹁
自
分
の

財
産
は
自
分
で
守
る
﹂
と

言
う
意
識
を
徹
底
し
、
現

地
の
草
刈
り
や
、
く
い
打

ち
を
手
弁
当
で
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
き
た
意
識
と
努
力

の
検
証
も
せ
ず
、
今
回
、

唐
突
に
補
助
金
が
提
案
さ

れ
納
得
い
く
説
明
も
な
い
。

こ
れ
は
公
正
、
公
平
性
に

欠
け
て
お
り
不
透
明
で
あ
る
。

よ
っ
て
今
回
の
補
正
予

算
の
地
籍
調
査
補
助
金
に
、

修
正
動
議
を
提
出
す
る
。

提
出
者

美
馬
議
員

賛
同
者

国
清
議
員

修
正
動
議
︵
概
要
︶

修
正
動
議
︵
概
要
︶

新
た
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

大
谷
智
彦
氏
︵
坂
本
︶の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た

国
清
議
員

地
籍
調
査
推
進

委
員
補
助
金
16
万
円
が
唐
突
に
提

案
さ
れ
た
が
、
算
出
根
拠
︵
要
綱
︶

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
事
業
の
今
ま
で
の
経
緯
や

将
来
に
向
け
て
予
算
増
を
考
え
る

と
、
新
た
な
補
助
金
と
し
て
補
正

で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

の
緊
急
性
が
あ
る
の
か
。

産
業
建
設
課
長

算
出
根
拠
は

一
日
８
０
０
０
円
の
20
日
分
で
あ
る
。

総
務
税
務
課
長

早
期
の
事
業

推
進
の
た
め
、
こ
の
補
助
金
は
緊

急
性
が
あ
る
。

し
か
し
事
業
が
終
わ
っ
て
い
る

地
区
も
あ
り
不
公
平
感
は
あ
る
。

国
清
議
員

会
計
で
、

要
綱
も
な
い
補
助
金
の
支
払

い
が
で
き
る
の
か
。

会
計
管
理
者

要
綱
も
な
い
補

助
金
の
支
払
い
は
で
き
な
い
。

川
端
議
員

会
計
管
理
者
か

ら
﹁
要
綱
が
な
け
れ
ば
支
出
で
き

な
い
﹂
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
適

切
に
予
算
査
定
が
さ
れ
た
と
言
え

る
の
か
。

副
町
長

予
算
査
定
時
に
、
補

助
要
綱
が
必
要
と
言
う
規
定
は
な

い
。

問

地籍調査が完了した棚野地区

討 論

補正
予算
提出

に賛
否

地籍
調査
補助
金

5 議会だより かつうら



委員会ハイライト委員会ハイライト

問答

８
月
30
日
、
９
月
定
例
会
に
向
け
た
委

員
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
や
条
例
改
正

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

果
樹
研
究
所
が
廃
止
に

農
林
水
産
業
を
総
合
的
に
支
援
す
る
﹁
知

の
拠
点
﹂
の
構
築
の
た
め
、
農
業
大
学
校

や
森
林
林
業
研
究
所
な
ど
を
統
合
し
、
平

成
25
年
度
に
石
井
町
に
農
業
研
究
本
所
が

整
備
さ
れ
る
の
に
伴
い
廃
止
さ
れ
る
。

林
道
﹁
婆
羅
尾
岩
屋
線
﹂

  
  

舗
装
整
備

全
長
７
・
３
㎞
の
う
ち
約
３
１
０
０
万

円
の
予
算
で
０
・
９
㎞
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
し
、
未
舗
装
の
残
り
は
３
・
５
㎞
と
な
る
。

　　

山
腹
崩
壊
の
土
砂
撤
去

棚
野
立
川
地
区
の
大
規
模
な
山
腹
崩
壊

に
よ
る
町
道
の
土
砂
を
撤
去
の
た
め
、
５

０
０
万
円
を
計
上
。

﹁
道
の
駅
﹂

備
品
購
入
に
１
３
２
万
円

冷
凍
・
冷
蔵
庫
や
レ
ン
タ
ル
バ

イ
ク
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
当
初
予
算
で
手
当
て
す
べ
き
で
な
か

っ
た
か
。

物
産
品
の
品
数
が
増
え
、
冷
凍

を
要
す
る
商
品
が
多
く
な
り
必
要

と
な
っ
た
。

選挙「期日前投票」

　　　システム化
　最近の選挙において仕事などの都合で、

期日前投票をする人が急増しており、事

務効率化のためシステム化に向けて420

万円を補正。

農業集落排水施設の
　　　　　　機能強化
　横瀬の農業集落排水施設の機能強化に

向けて、計装盤などの改修のため2,030万

円を補正。委員会では確認のため施設を

視察した。

大規模な山腹崩壊が発生

舗装予定の婆羅尾岩屋線

改修される計装盤

文教厚生常任委員会

総
務
産
建
常
任
委
員
会

　９月定例会に向けての委員会を８月31日に開催し、

補正予算などを審議しました。

６議会だより かつうら



一 般 質 問 防災対策に質問が集中

砂利がたい積し、ヨシガヤが生い茂る川原

川
へ
の
進
入
は
容
易

で
あ
っ
た
が
、
今
は
ヨ

シ
ガ
ヤ
が
繁
茂
し
進
入
を
妨
げ

て
い
る
。
本
町
で
は
ヨ
シ
ガ
ヤ

を
環
境
美
化
の
た
め
に
刈
り
、

川
原
に
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い

る
が
問
題
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
農
業
面
で
の
有
効
利

用
を
考
え
て
は
。

刈
り
取
っ
た
ヨ
シ
ガ
ヤ
の
放

置
は
問
題
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。

刈
り
草
の
利

用
に
つ
い
て
は

以
前
に
も
広
報
で
知
ら
せ
た
経

緯
も
あ
り
、
町
民
が
利
用
し
て

も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

問

産
業
建
設
課
長

答

町
長

答

星
谷
橋
下
流
に
大
量

の
砂
利
が
た
い
積
し
て

い
る
。
台
風
時
に
は
水
の
流
れ

が
阻
害
さ
れ
、
水
位
が
上
昇
し

河
川
の
氾
濫
が
心
配
さ
れ
る
が
。

危
険
と
認

め
ら
れ
る
箇

所
が
あ
れ
ば
、
県
に
適
切
な
対

応
を
お
願
い
し
て
行
き
た
い
。

部
分
的
に
た

い
積
し
て
い
る

所
は
あ
る
が
、
直
ち
に
災
害
に

結
び
つ
く
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

災
害
時
の
避
難
場
所

と
し
て
町
営
住
宅
の
利

用
は
可
能
か
。

住
宅
が
被
災

し
た
場
合
、
応

急
的
に
は
集
会
所
な
ど
に
避
難

し
て
も
ら
い
、
次
に
空
き
家
を

あ
っ
せ
ん
し
て
行
き
た
い
。

今
後
、
そ
う
し
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
考
え
な
が
ら
対
応

し
て
行
き
た
い
。

問
副
町
長

答
は
ん
ら
ん

町
長

答

問

町
長

答

問
教
育
長

答

町
長

答

徳
島
県
の
児
童
生
徒

の
体
力
は
低
い
レ
ベ
ル

に
あ
り
、
成
長
ざ
か
り
の
体
力

は
学
力
と
共
に
優
先
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。
小
・
中
学
校
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

体
力
づ
く

り
に
は
、
規

則
正
し
い
生
活
を
し
な
が
ら
、

総
合
的
な
運
動
が
大
切
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
う
と

特
定
の
部
分
に
負
荷
が
か
か
る

の
で
は
な
い
か
。

本
町
で
も
子

供
の
体
力
向
上

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
、

家
庭
で
も
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
、
正
し
い
食
を
通
じ
健
康
増

進
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

器
具
導
入
に
つ
い
て
は
学
校

現
場
の
声
を
聞
い
て
、
必
要
な

も
の
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り

入
れ
た
い
。

河

野

道

雄
議

員

直
ち
に
災
害
に
は
結
び
つ
か
な
い
︵
町
長
︶

洪
水
対
策

砂
利
採
集
を

現
場
の
声
を
聞
き
、

取
り
入
れ
た
い
︵
町
長
︶

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
器
具
の
導
入
を

児
童
生
徒
の
体
力
低
下

ヨシガヤの有効利用は

災害時の住居対策

町営住宅の
利用は可能か

７ 議会だより かつうら



濾水した中角堤防

問

産
業
建
設
課
長

答 問

各
区
長
よ
り
要
望
の

あ
っ
た
交
通
安
全
施
設

の
箇
所
数
と
工
事
完
成
率
は
。

ま
た
、
未
完
成
部
分
の
対
応

は
。平

成
22
年
度
の
要
望
箇
所
数

は
36
カ
所
あ
り
、
工
事
実
施
は

13
カ
所
で
完
成
率
は
36
％
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
は
30
カ
所
の
要

望
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
交
通
安
全
協

会
の
役
員
と
共
に
現
地
踏
査
し
、

工
事
箇
所
を
決
め
て
行
き
た
い
。

問

10
数
年
前
、
交
通
安

全
対
策
と
し
て
中
角
バ

イ
パ
ス
の
計
画
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。中

角
バ
イ
パ

ス
の
工
事
計
画

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

国
、
県
レ
ベ
ル
で
の
事
前
協
議

以
前
に
地
元
調
整
が
十
分
で
な

く
、
不
調
に
終
わ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。 町

長

答

産
業
建
設
課
長

答中
角
通
学
路
は
今
年
度
に
は

完
成
す
る
。

ま
た
、
東
側
も
同
様
に
狭
あ

い
部
分
が
あ
り
、
十
数
年
前
に

は
、
県
道
拡
幅
と
二
車
線
化
と

歩
道
整
備
を
計
画
し
た
が
、
関

係
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
中
断

し
た
ま
ま
で
、
現
在
、
改
良
の

計
画
は
な
い
。

現
在
、
工
事
中
の
中

角
通
学
路
は
い
つ
完
成

す
る
の
か
。

ま
た
、
小
学
校
東
側
よ
り
通

学
す
る
児
童
に
と
っ
て
、
通
勤

車
両
と
の
接
触
事
故
の
危
険
性

が
あ
る
。
以
前
に
も
計
画
が
あ

っ
た
と
聞
く
が
、
何
か
対
策
は
。

問

産
業
建
設
課
長

答

台
風
６
号
に
よ
る
増

水
で
、
中
角
堤
防
南
側

か
ら
か
ら
濾
水
が
発
見
さ
れ
た
。

県
に
依
頼
し
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
う
と
聞
い
て
い
た
が
、
そ

の
結
果
は
。

ま
た
、
今
後
の
工
事
計
画
は
。

河
川
管
理
者
の
県
に
報
告
し
、

河
川
災
害
と
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
た
。
測
量
が
終

わ
り
設
計
が
で
き
れ
ば
災
害
査

定
を
受
け
る
と
聞
い
て
い
る
。

工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
査

定
後
に
決
ま
る
。

麻

植

秀

樹
議

員

中角堤防

南側から濾水
ろ すい

ボーリング調査を実施（産業建設課長）

交
通
安
全
の
要
望
の

箇
所
と
実
施
状
況
は

ど
う
な
っ
た

中
角
バ
イ
パ
ス
計
画

中角通学路 いつ完成か

今年度中に完成（産業建設課長）

８議会だより かつうら



戸別受信機
電池・ボリュームの確認・設置場所も考えましょう

問

問

町
長

答

町
長

答

問
副
町
長

答

普
通
教
室
は
生
徒
が

１
日
の
大
半
を
過
ご
す

場
所
で
あ
る
。
集
中
し
て
学
習

で
き
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
場

と
し
て
の
室
内
環
境
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
エ
ア
コ
ン
設
置

は
必
要
で
は
な
い
か
。

計
画
は
、
自

然
と
共
に
呼
吸

す
る
建
築
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、

設
計
上
の
工
夫
の
成
果
を
十
分

検
証
し
て
か
ら
で
も
エ
ア
コ
ン

設
置
は
遅
く
な
い
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
高

め
、
活
気
あ
る
行
政
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
人
材

育
成
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

勝
浦
町
総
合
計
画
で
は
﹁
人
づ

く
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
﹂

と
し
て
力
を
入
れ
る
と
明
確
に

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
職
員

体
制
で
大
丈
夫
か
。﹁

勝
浦
町
人

材
育
成
基
本
方

針
﹂
に
基
づ
き
、
県
の
自
治
研

修
セ
ン
タ
ー
や
、
千
葉
の
市
町

村
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
研
修
を
実

施
し
、
県
庁
へ
も
職
員
を
派
遣

し
て
き
た
。

限
ら
れ
た
人
員
体
制
の
中
で
、

能
力
を
活
か
せ
る
人
材
配
置
に

努
め
る
。

行
財
政
運
営
を
総
合

的
、
効
率
的
に
推
進
し

て
行
く
た
め
に
は
、
人
事
評
価

制
度
や
目
標
管
理
は
必
要
な
の

で
は
。

人
事
の
公

平
性
、
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
は
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が

る
。今

年
度
か
ら
自
己
申
告
制
度

に
つ
い
て
試
行
的
に
導
入
す
る
。

問

町
長

答

総
務
税
務
課
長

答

町
長

答 問

台
風
12
号

に
よ
る
夜
間

の
避
難
勧
告
の
あ
り

方
に
問
題
は
な
か
っ

た
の
か
。

ま
た
、
防
災
無
線

で
全
戸
に
案
内
で
き

て
い
る
の
か
。

正
木
ダ
ム
か
ら
９

月
２
日
の
午
後
11
時

過
ぎ
に
、
３
日
の
午
前
２
時
半

ご
ろ
に
﹁
た
だ
し
書
き
操
作
﹂

を
す
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

避
難
所
の
準
備
等
を
整
え
て

放
送
し
た
。

屋
外
の
固
定
型
の
無
線
、
室

内
の
戸
別
受
信
機
で
連
絡
体
制

を
と
っ
て
い
る
。
電
波
障
害
は

聞
い
て
い
な
い
。

午
後
11
時
過
ぎ
に
分

か
っ
た
時
点
で
避
難
勧

告
の
発
令
を
し
て
い
た
ら
、
夜

中
の
１
時
半
よ
り
は
避
難
し
や

す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

早
く
速
報
を

出
す
の
が
正
し

い
の
か
、
見
守
り
な
が
ら
と
い

う
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
今
後

も
慎
重
に
対
応
し
て
行
き
た
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

救
急
患
者
輸
送
業
務
に
つ

い
て

○

町
民
の
健
康
維
持
増
進
に

つ
い
て

美

馬

友

子
議

員 十
分
検
証
し
検
討
︵
町
長
︶

勝
浦
中
学
校

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

職
員
体
制
は大

丈
夫
か

人
材
育
成

夜中の避難勧告は問題では

９ 議会だより かつうら



大量の土砂がたい積

農機具の無料点検や指導を

高
齢
者
や
女
性
の
農

機
具
を
使
っ
て
の
作
業

は
﹁
う
っ
か
り
ミ
ス
﹂
も
あ
り
、

い
つ
事
故
が
起
き
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
農
機
具
の
無
料
点

検
・
指
導
を
行
っ
て
は
。

営
農
講
座
で
は
事
前
に
技
術

者
会
で
協
議
を
し
て
い
る
の
で
、

機
械
の
取
り
扱
い
や
注
意
事
項

は
、
希
望
者
が
あ
れ
ば
説
明
会

や
講
習
会
を
計
画
し
た
い
。

産
業
建
設
課
長

答 問

問

問

問

産
業
建
設
課
長

答

福
祉
課
長

答

今
年
は
表
年
だ
が
、

雨
量
も
多
く
生
理
落
下

も
多
か
っ
た
。
生
産
量
の
予
想

と
台
風
被
害
の
状
況
は
。

23
年
度
の
生
産
量
予
想
は
全

国
で
89
万
ｔ
、
徳
島
県
で
１
万

５
０
０
０
ｔ
余
り
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
台
風
の
影
響
で
雨
量

が
多
く
、
黒
点
病
な
ど
に
よ
る

品
質
低
下
が
心
配
さ
れ
る
。

特
養
施
設
の
入
所
希

望
待
機
者
は
１
０
０
人

を
超
え
て
い
る
。
今
後
の
増
床

計
画
や
待
機
者
の
解
消
法
は
。

施
設
の

増
床
は
圏

域
で
の
整
備
計
画
が
あ
り
、
第

４
期
分
︵
21
年
〜
23
年
度
︶
で

は
県
は
増
床
の
認
可
を
し
な
い

方
針
で
あ
る
。

待
機
者
の
中
で
緊
急
性
の
高

い
人
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や

他
の
施
設
・
医
療
機
関
を
紹
介

す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

台
風
６
号
で
山
腹
が

崩
壊
し
、
赤
線
が
２
０

０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
大
量
の

土
砂
が
た
い
積
し
た
。

12
号
で
は
東
の
斜
面
が
崩
壊

し
、
農
道
ま
で
土
砂
が
接
近
し

て
い
る
。
大
災
害
に
な
る
前
に

対
策
を
。

土
砂
の
取
り
除
き
を
す
る
よ

う
業
者
に
要
請
し
て
い
る
が
、

ま
だ
処
理
や
対
策
が
で
き
て
い

な
い
。
上
部
の
岩
も
危
険
で
、

合
わ
せ
て
取
り
除
き
を
要
請
し

て
い
る
。
今
後
も
十
分
監
視
を

続
け
た
い
。

産
業
建
設
課
長

答

山

野

忠

男
議

員

農機具

無料点検の実施を
営農講座で講習会を計画（産業建設課長）

み
か
ん
の
生
産
状
況

と
台
風
被
害
は

与
川
内
、
大
平
谷
の
土
砂
対
策
は

業
者
に
取
り
除
き
を
要
請
︵
産
業
建
設
課
長
︶

特養施設

待機者の解消を

ショートステイなどで
　　　　対応（福祉課長）

10議会だより かつうら



新春に向けて汗を流す

副
町
長

答

伊
方
発
電
所
で
重
大

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
、
四
国
電
力
が
マ
ス
コ

ミ
に
発
表
と
同
時
に
徳
島
県
へ

も
通
報
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

て
い
る
が
、
﹁
放
射
線
漏
れ
な

ど
重
大
事
故
の
時
﹂
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
前
提
で

は
安
心
で
き
な
い
の
で
は
。

私
は
、
徳
島

新
聞
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
現
有
の
原
発
運

転
に
対
し
﹁
早
急
か
つ
厳
正
な
安

全
評
価
を
実
施
し
、
揺
る
ぎ
な
い

安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
も
の
の
み

継
続
す
べ
し
﹂
と
回
答
し
て
い
る
。

今
後
も
、
県
内
の
情
報
を
十

分
把
握
し
対
応
し
た
い
。

全
国
に
は
町
お
こ
し

と
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
を
進
め
る
先
進
例
が

あ
り
、
近
隣
の
上
勝
町
、
佐
那

河
内
村
、
那
賀
町
な
ど
で
も
研

究
し
実
用
化
に
向
か
っ
て
い
る

が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

国
の
﹁
再

生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
﹂
の
施
行

に
よ
り
、
企
業
の
発
電
事
業
へ

の
参
入
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
家
庭
用
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
が
促
進
さ
れ
る

と
想
定
し
て
い
る
。

本
町
で
は
、
横
瀬
小
学
校
と

勝
浦
中
学
校
で
耐
震
化
工
事
に

併
せ
て
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
。

問

問

町
長

答

問

総
務
税
務
課
長

答

台
風
12
号
接
近
の
９

月
３
日
に
避
難
勧
告
が

出
さ
れ
、
避
難
所
６
ヵ
所
が
指

定
さ
れ
た
。
そ
の
内
４
ヵ
所
が

町
の
防
災
計
画
で
は
、
大
雨
に

よ
る
堤
防
決
壊
時
な
ど
に
は
使

用
で
き
な
い
施
設
で
あ
る
が
、

ど
う
判
断
し
た
の
か
。

防
災
計
画
で
は
、
浸
水
水
位

の
状
況
に
よ
り
避
難
所
を
指
定

し
て
い
る
。

堤
防
決
壊
に
は
そ
の
兆
候
も

あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
判

断
し
避
難
所
の
変
更
な
ど
住
民

の
安
全
性
を
確
保
す
る
。

問

町
長

答

徳
島
駅
伝
も
﹁
第
58

回
﹂
を
迎
え
る
。

駅
伝
は
、
１
年
を
通
じ
て
練

習
を
続
け
な
け
れ
ば
良
い
成
績

を
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

郡
町
村
会
と
主
催
者
で
あ
る

新
聞
社
に
も
補
助
金
の
増
額
と
、

小
さ
な
郡
で
も
対
等
・
公
平
な

戦
い
が
で
き
る
大
会
に
な
る
よ

う
要
望
し
て
も
ら
い
た
い
。

郡
町
村
会
の

補
助
金
増
額
に

つ
い
て
は
、
実
情
を
話
し
協
議

し
た
い
。

新
聞
社
に
は
、
勝
浦
郡
民
の

熱
い
思
い
の
な
か
で
大
会
が
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

森

本

守
議

員

小
・
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
︵
副
町
長
︶

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
は

状
況
に
よ
り
変
更
？

︵
総
務
税
務
課
長
︶

危
険
な
避
難
所
へ

避
難
？

駅伝補助金の増額を

郡町村会で協議（町長）

11 議会だより かつうら



安全対策に必要な情報板

アイデア豊富なスタッフ

総
務
税
務
課
長

答

問

産
業
建
設
課
長

答
副
町
長

答

道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン

し
て
半
年
、
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
も
あ
り

お
お
む
ね
順

調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
現
状

の
問
題
を
検
証
し
、
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
た
め
の
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

当
初
の
人
員
体
制
は
２
人
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
５

人
で
運
営
し
て
い
る
。
今
後
の

必
要
人
員
は
何
人
か
。

ま
た
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
﹁
憩
い
の
場
﹂
と
し
て
活
用

す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
十
分

な
機
能
を
提
供
で
き
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

今
後
の
人
員
体
制
に
つ
い
て

は
最
低
４
人
は
必
要
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
１
人
増

員
が
望
ま
し
い
。

交
流
の
場

と
し
て
の
機

能
が
提
供
で
き
る
よ
う
改
善
し
、

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
近
づ
く
よ

う
十
分
に
検
討
し
て
行
く
。

問

町
長

答

﹁

再

生

可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置

法
﹂
が
成
立
し
、

来
年
７
月
施
行
に

向
け
動
き
出
し
た
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
と
呼
ば
れ
る

﹁
次
世
代
送
電
網
﹂

は
日
本
再
生
の
切

り
札
と
言
わ
れ
、

企
業
や
家
庭
が
主
役
に
な
る
。

町
は
普
及
促
進
に
ど
の
よ
う

な
展
望
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
節
電
対
策
も
重
要
だ

が
町
の
動
き
は
。

現
在
、
﹁
地

球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
﹂
に
基
づ
き
学
校
施

設
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た

り
、
風
力
発
電
事
業
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
い
る
が
、
企
業
や

家
庭
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
て

の
具
体
的
な
施
策
は
で
き
て
い

な
い
。

節
電
対
策
と
し
て
﹁
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金
﹂
を
活
用

し
、
約
５
０
７
万
円
の
予
算
で

今
年
度
中
に
防
犯
灯
１
１
３
基

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

問

現
在
、
勝
浦
町
内
の

県
道
に
は
道
路
情
報
板

が
１
基
し
か
な
い
。
交
通
安
全

対
策
と
し
て
、
道
路
や
気
温
の

情
報
を
提
供
す
る
た
め
増
設
を

県
に
要
望
す
べ
き
で
は
。

す
で
に
温
度

計
を
２
ヵ
所
増

設
す
る
要
望
書
は
県
に
提
出
し

て
あ
る
。

通
行
上
の
安
全
に
役
立
つ
よ

う
に
、
情
報
板
も
併
せ
て
増
設

で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

町
長

答

公

一
議

員 改
善
し
て
い
く
︵
副
町
長
︶

﹁
ひ
な
の
里
か
つ
う
ら
﹂

﹁
憩
い
の
場
﹂
の
提
供
は

再生可能エネルギー
普及促進は

道
路
情
報
板
の増

設
を
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すだちやみかんで
アロマ商品を

﹁
勝
浦
町
地
域
防
災

計
画
﹂
に
よ
る
と
、
技

術
的
に
予
測
が
困
難
な
深
層
崩

壊
な
ど
に
つ
い
て
は
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
の
発
表
対
象
と
し

て
い
な
い
が
、
見
直
し
を
し
、

専
門
家
の
力
を
借
り
て
町
独
自

の
対
策
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

ま
た
、
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル

︵
県
の
災
害
情
報
︶
を
町
民
全

体
に
勧
め
て
は
ど
う
か
。

深
層
崩
壊
に

つ
い
て
は
ま
だ

学
術
的
に
も
未
解
明
で
あ
り
、

県
や
国
の
対
応
に
沿
っ
て
や
っ

て
行
く
。

す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
は
全
町

民
を
対
象
に
登
録
を
勧
め
て
行

く
。

医
療
費

が
心
配
で

病
院
に
か
か
れ
な

い
人
が
増
え
て
い

る
。
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
医
療
保

険
は
平
等
に
保
険

給
付
が
保
障
さ
れ
、
最
低
生
活

費
か
ら
保
険
料
、
税
を
取
っ
て

は
な
ら
な
い
の
が
原
則
な
の
に
、

実
情
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

病
院
窓
口
で
の
支
払
い
に
対

し
て
の
減
免
、
猶
予
を
実
施
す

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る

こ
と
を
町
民
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

減
免
や
猶
予
が
で
き
る
こ
と

の
周
知
は
し
て
行
く
が
、
基
準

を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
現
行

通
り
個
別
に
対
応
し
て
行
く
。

町
長

答

総
務
税
務
課
長

答

総
務
税
務
課
長

答

問
福
祉
課
長

答

町
長

答

上
勝
、
佐
那
河
内
、

神
山
、
石
井
で
は
中
学

卒
業
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
る
勝
浦
町
で
も
、中
学
卒
業
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施
し

て
は
。

町
で
実
施
す
れ
ば
、
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
必
要
か
。

他
町
村
の
状

況
や
財
政
面
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

無
料
化

に
必
要
な

費
用
は
概
算
で
約
２
３
５
万
円

で
あ
る
。

問

花
や
木
な
ど
の
芳
香

成
分
︵
精
油
︶
を
用
い
て
、

心
身
の
健
康
や
美
容
を
増
進
す

る
ア
ロ
マ
が
脚
光
を
浴
び
て
い

る
。み

か
ん
や
す
だ
ち
の
精
油
づ

く
り
に
取
り
組
む
た
め
に
、
講

習
会
の
開
催
や
機
械
を
購
入
し

て
は
ど
う
か
。

熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
グ

ル
ー
プ
な
ど
が
あ
れ
ば
、
講
習
会

を
開
催
す
る
な
ど
検
討
し
た
い
。

産
業
建
設
課
長

答

問

問

井
出
美
智
子
議
員

新たな加工品づくりを

防
災
計
画
の見

直
し
を

財政面を考慮し検討（町長）

中学卒業まで医療費の無料化を

安心して　
 　　医療を
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歴史ある生夷神社（掛谷）

えびすさん（イラスト）

勝
浦
町
は
﹁
え
び
す

誕
生
の
地
﹂
と
言
わ
れ

る
が
そ
の
認
識
は
。

勝
浦
町
の

前
史
に
﹁
沼

江
村
に
え
び
す
誕
生
の
地
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
生
夷
︵
い
く
い
︶

の
地
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
。
平

安
時
代
に
勝
浦
の
地
に
生
ま
れ

た
と
言
う
こ
と
で
、
歴
史
的
に

も
文
化
的
に
も
大
変
価
値
の
あ

る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

掛
谷
の
生
夷
神
社
で

は
７
月
３
日
﹁
え
び
す

祭
り
﹂
が
開
か
れ
、
勝
浦
座
に

よ
る
﹁
え
び
す
舞
﹂
が
演
じ
ら

れ
、
参
加
者
に
﹁
え
び
す
饅
頭
﹂

が
配
ら
れ
た
。

今
後
、
町
お

こ
し
の
起
爆
剤

と
し
て
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

え
び
す
誕
生

の
地
と
し
て
歴

史
も
あ
り
、
勝

浦
町
を
知
っ
て

も
ら
う
良
い
機

会
。
資
源
の
一

つ
と
し
て
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
案
内
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

町
長

答

県
道
新
浜
勝
浦
線
は

生
活
道
で
あ
り
、
防
災

上
も
非
常
に
重
要
な
幹
線
で
あ

る
が
、
狭
あ
い
部
も
多
く
ほ
と

ん
ど
改
良
・
改
修
が
で
き
て
い
な

い
。
県
に
強
く
要
望
し
て
早
急

に
現
地
踏
査
の
実
施
を
し
て
は
。

地
元
の
強
い

意
向
も
あ
り
、

県
に
現
地
踏
査
を
要
望
し
た
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

人
形
文
化
交
流
館
の
改
修

○

産
業
振
興

機能しなかった避難勧告

７
月
２
日
に
台
風
12

号
が
四
国
を
直
撃
。
豪

雨
の
た
め
正
木
ダ
ム
か
ら
﹁
た

だ
し
書
き
操
作
﹂
に
よ
る
放
流

が
通
告
さ
れ
、
３
０
４
世
帯
１

８
５
９
人
に
深
夜
、
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
た
が
、
避
難
し
た
の

は
た
っ
た
の
13
世
帯
26
人
。
指

定
し
た
避
難
所
に
職
員
の
配
置

も
し
て
い
な
い
。

今
回
の
避
難
勧
告
、
町
民
が

放
送
や
報
道
に
振
り
回
さ
れ
災

害
対
策
本
部
も
全
く
機
能
し
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で

大
災
害
に
対
応
で
き
る
の
か
。

ダ
ム
か
ら
の

通
告
が
午
後
11

時
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
避
難
勧

告
が
深
夜
で
あ
り
防
災
無
線
が

十
分
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
職
員

も
深
夜
で
あ
り
配
置
を
し
な
か

っ
た
。

今
後
、
大
災
害
時
の
い
ろ
い

ろ
な
状
況
を
想
定
し
て
、
防
災

訓
練
に
も
活
か
し
た
い
。

問

町
長

答

問
教
育
長

答

町
長

答

問

国

清

一

治
議

員

県
道
新
浜
勝
浦
線

現
地
踏
査
を

「えびすさん」で町おこし！

町を知ってもらう良い機会（町長）
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ただし書き操作ただし書き操作正木ダム

３
・
11
の
﹁
東
日
本
大
震
災
﹂

や
近
い
将
来
必
ず
起
き
る
と
言

わ
れ
る
﹁
南
海
・
東
南
海
地
震
﹂

に
備
え
、
議
会
で
は
７
月
の
改

選
後
に
新
た
に
﹁
防
災
対
策
特

別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
、
災
害

か
ら
町
民
の
命
を
守
り
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
め
ざ
し
調
査
・
研
究
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

第
１
回
の
会
議
を
７
月
29
日

に
開
き
、
町
の
﹁
防
災
計
画
﹂

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
防
災
に
関
す
る
身
近

な
課
題
・
提
案
な
ど
﹁
安
心
の

防
災
﹂
と
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
し
ま
す
。

今
回
は
、
台
風
が
本
県
を
直

撃
ま
た
は
接
近
に
よ
り
豪
雨
を

も
た
ら
し
、
正
木
ダ
ム
か
ら
﹁
た

だ
し
書
き
操
作
に
よ
る
放
流
通

告
﹂
が
再
三
あ
り
、
避
難
勧
告

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
﹁
こ
れ
っ

て
何
？
ど
う
い
う
こ
と
﹂
の
声

を
よ
く
聴
き
ま
す
の
で
、
特
別

委
員
会
で
は
10
月
17
日
に
県
の

係
官
を
招
き
、
各
区
長
さ
ん
に

も
参
加
を
お
願
い
し
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

❶ 洪水時にダムの水位が、サーチャージ水位到達が見込まれる状態を確認。

❷ 関係機関および住民に「ただし書き操作」を行う可能性があることを予告。

❸ ダム管理事務所から管理者に、「ただし書き操作」の承認を得る。

❹ 関係機関および住民に、操作開始を通知する。

❺ 「ただし書き操作」開始。

❻ 洪水の流入量が、洪水調節時の放流量まで下がったら操作を終了する。

  災害や問題点

　この操作によりダムの洪水調節機能がなくなり堤防の越流、決壊、家屋の浸水など

の可能性があり、住民に正しく告知されなければ大災害の可能性が高くなる。

　この操作を行うような大洪水は100年から200年に一度と言われており、頻繁に行

われる状態は、ダムの貯水量の設定や治水計画そのものに問題がある。

操 作 手 順

　洪水調節を行うダムにおいて、想定された計画洪水量を超える洪水が発生し、この

ままではダムの水位がサーチャージ水位（洪水時満水位）を超えると予想される時の

ダム操作で、「緊急放流」とも言われる。

とは！

安心の防災 ❶安心の防災 ❶
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７
月
改
選
後
の
９
月
定
例
会
は
初
め
て

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
行
わ
れ
た
。

新
人
議
員
３
人
も
一
般
質
問
に
登
壇
し
、

町
政
の
課
題
に
鋭
く
切
り
込
ん
だ
。

今
定
例
会
は
大
き
な
台
風
が
続
け
て
襲

来
し
、
避
難
勧
告
も
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら

防
災
に
関
す
る
質
問
が
多
く
、
町
に
は
大

き
な
課
題
が
残
っ
た
。

先
日
、
こ
ん
な
詩
が
目
に
と
ま
っ
た
。

﹁
凧
が
空
高
く
飛
べ
る
の
は

誰
か
が
糸
を
引
っ
張
っ
て
い
る
か
ら

で
も
凧
は
そ
の
糸
さ
え
な
け
れ
ば

も
っ
と
自
由
に
空
を
飛
べ
る
と

思
っ
て
い
る

そ
の
糸
が
な
け
れ
ば

落
ち
て
し
ま
う
の
も
知
ら
ず
に
﹂

議
会
と
執
行
側
と
は
、
よ
く
車
の
両
輪

に
た
と
え
ら
れ
る
が
、
凧
と
糸
の
関
係
に

も
似
て
い
る
。

︵
公
一
︶
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編
集
後
記

た
こ

勝中ク
ラブ活

動
勝中ク

ラブ活
動

勝中ク
ラブ活

動

　学校生活の規律を守り、人間的

な成長を図るためのクラブ活動が

基本。まずはあいさつから。

　楽しい仲間たちとのクラブ活動は青春の１ページと

して人生の宝物になります。勝浦中学校のクラブ活動

で活躍される皆さんをシリーズで紹介します。

　まず１回目は、８月の第27回全日本少年春季軟式野

球県大会で見事準優勝に輝いた野球部です。

谷監督のノック練習

新チーム13人のメンバー

勝中のマウンドを守る２人のエース
米澤君（右）と岩佐君

監督の指導方針監督の指導方針

クリーン
アップは

　　任せ
た！

クリーン
アップは

　　任せ
た！

クリーン
アップは

　　任せ
た！

引地君・藤本君・岩佐君

新
チ
ー
ム
の
特
色
は
﹁
１
対
０
で

勝
て
る
守
り
の
野
球
﹂
で
守
備
を
中

心
に
猛
練
習
し
て
い
ま
す
。

岡
本
脩
吾
君

全
国
大
会
を
め

ざ
し
、
緊
張
感
を

持
っ
て
練
習
し
て

い
ま
す
。

影
平
昌
耶
君

谷
先
生
の
指
導

は
き
び
し
い
で
す

が
、
時
に
は
や
さ

し
い
面
も
あ
り
ま

す
。
県
大
会
優
勝

す
る
ぞ
。

勝
本
慶
幸
君

礼
儀
正
し
さ
を

大
切
に
す
る
谷
先

生
の
も
と
、
県
総

体
優
勝
が
目
標
で

す
。鶴

本
拓
海
君

試
合
に
出
た
い

の
で
、
守
備
練
習

に
一
番
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

米
澤
キ
ャ
プ
テ
ン
に
聞
く

選
手
の
抱
負

県
総
体
優
勝
め
ざ
し
て

県
総
体
優
勝
め
ざ
し
て




